
本会議の様子を
配信しています

一般質問 11議員が市政を問うP10
オンライン議会報告会を開催しますP18
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石 井 土 地 区 画 整 理 事 業
坂戸中央２日の出町土地区画整理事業
片 柳 土 地 区 画 整 理 事 業
関 間 四 丁 目 土 地 区 画 整 理 事 業
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会

区 分 歳 入 歳 出
5億7,506万円
7,173万円

6億2,576万円
2億5,003万円
96億8,028万円
73億577万円
12億7,412万円

57万円

5億2,361万円
6,164万円
5億815万円
1億8,008万円
92億6,607万円
67億4,674万円
12億4,329万円

36万円

特別会計とは？
　特別会計とは、普通地方公共
団体が特定の事業を行う場合、
その他特定の歳入を特定の歳出
に充て、一般の歳入・歳出と区
分して経理する必要がある場合
に、条例によって設置すること
ができるものです。（地方自治法
第 209条）

令和２年度特別会計決算の内訳

国庫支出金
164億 1,065万円

37.2%

市税  136億 2,128万円  30.8%

市債  21億 3,811万円  4.8%

地方交付税  28億 6,826万円  6.5%

地方消費税交付金  19億 8,452万円  4.5%

県支出金  22億 7,411万円  5.2%

繰越金  17億 9,851万円  4.1%

繰入金  15億 9,802万円  3.6% 地方譲与税  2億 5,487万円  0.6%
使用料及び手数料  2億 4,911万円  0.6%

分担金及び負担金  1億 7,528万円  0.4%
その他  8億 3,803万円  1.7%

歳　入
442億1,075万円

歳　出
426億5,537万円

消防費  13億 6,542万円  3.2%

衛生費  26億 8,968万円  6.3%

土木費  26億 9,163万円  6.3%

公債費  26億 162万円  6.1%

農林水産業費  3億 6,357万円  0.9%

災害復旧費 1,398万円  0.0％

労働費  4,080万円  0.1％

議会費  2億 3,614万円  0.6%商工費  2億 8,177万円  0.7%

教育費  38億 9,731万円  9.1%

総務費
157億 5,079万円

36.9%

民生費
127億 2,266万円  29.8%

令和２年度一般会計決算の概要

答 　
状
況
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先

に
考
え
た
上
で
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
規

模
の
縮
小
や
実
施
方
法
の
改
善
、
さ

ら
に
は
事
業
そ
の
も
の
の
在
り
方
や

必
要
性
を
検
討
し
、
場
合
に
よ
り
見

直
し
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
方
策
を

含
め
全
庁
的
に
調
整
し
て
い
き
た
い
。

問 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
は
財
政
調
整
基
金
の
活
用
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
２
年
度
中
の
財

政
調
整
基
金
の
取
崩
し
と
積
立
て
の

状
況
は
。

答 　
取
崩
し
額
は
約
14
億
４
４
９
２�

万
２
千
円
、
積
立
額
は
16
億
９
４
８�

５
万
７
９
５
４
円
で
あ
り
、
２
年
度

末
の
基
金
残
高
と
し
て
は
、
39
億
２�

９
５
９
万
９
１
３
０
円
で
、
元
年
度

末
と
比
べ
２
億
４
９
９
３
万
５
９
５�

４
円
の
増
で
あ
っ
た
。

〈
令
和
２
年
度
坂
戸
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
〉

問 　
介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
の
残

高
は
近
隣
の
自
治
体
と
比
較
す
る
と

多
い
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
見
込
め
る
よ
う
な
基
金

第
４
回
9
月
定
例
会
（
８
月
31
日
～
9
月
24
日
・
25
日
間
）

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
予
算
執
行
に
際
し
苦

労
し
た
点
も
含
め
た
決
算
状
況
は
。

答 　
特
別
定
額
給
付
金
で
は
、
組
織

体
制
か
ら
検
討
を
行
い
、
予
算
の
迅

速
な
執
行
に
努
め
、
そ
の
他
は
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
様
々

な
事
業
を
適
切
に
進
め
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
市
独
自
の
事
業
と
し

て
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
就

学
援
助
準
要
保
護
世
帯
臨
時
給
付
金

や
小
規
模
事
業
者
等
臨
時
給
付
金
な

ど
、
市
民
や
事
業
者
に
向
け
た
経
済

的
支
援
や
、
マ
ス
ク
の
配
布
、
消
毒

液
及
び
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
配

備
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
準
備
と
い
っ
た
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
対
応
等
各
種
事
業
を
着

実
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
市
民
の

安
全
・
安
心
を
最
優
先
と
し
、
定
例

会
で
の
補
正
予
算
で
対
応
し
き
れ
な

い
部
分
は
、
臨
時
会
や
専
決
処
分
、

予
算
流
用
や
予
備
費
充
当
等
に
よ
り

臨
機
応
変
に
対
応
し
、
迅
速
に
滞
り

な
く
予
算
編
成
及
び
執
行
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

問 　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
昨
年
度
と

今
年
度
、
２
年
続
け
て
中
止
し
た
イ

ベ
ン
ト
等
が
あ
る
が
、
今
後
の
事
業

の
方
向
性
は
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
19
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
承
認
・
認
定
・
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
同
意
し

ま
し
た
。

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
に
つ

い
て
も
適
任
者
と
認
め
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
議
案
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

９ 

月
定
例
会
日
程

主
な
総
括
質
疑

〈
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度
坂
戸
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
２
号
）

関
係
）〉

問 　
補
正
予
算
の
内
容
は
。

答 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
る
総
合
支
援
資
金

等
の
再
貸
付
け
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、

更
な
る
貸
付
け
を
利
用
で
き
な
い
生

活
困
窮
世
帯
を
対
象
と
し
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
を
支
給
す
る
た
め
、

支
援
金
の
ほ
か
申
請
相
談
等
の
業
務

委
託
料
の
増
額
等
、
合
計
７
９
４
５�

万
６
千
円
を
計
上
し
た
。
支
援
金
は
、

総
合
支
援
資
金
等
の
貸
付
け
を
利
用

で
き
な
い
世
帯
で
、
生
活
保
護
受
給

中
の
世
帯
を
除
く
、
収
入
や
資
産
等

の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
に
対

し
、
月
額
で
単
身
世
帯
６
万
円
、
２

人
世
帯
８
万
円
、
３
人
以
上
世
帯
10�

万
円
を
最
長
３
箇
月
支
給
す
る
。
申

請
期
限
を
８
月
末
と
し
て
受
付
け
を

行
う
よ
う
国
か
ら
通
知
が
あ
り
、
支

援
金
の
迅
速
な
支
給
を
行
う
た
め
補

正
予
算
の
専
決
処
分
と
し
た
。

〈
令
和
２
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
〉

問 　
例
年
の
決
算
と
異
な
り
、
予
算

流
用
と
予
備
費
充
当
が
多
く
見
ら
れ

８
月
31
日
（
開
会
）

○
市
長
提
出
議
案
の
上
程
～
提
案
説
明

〇
人
事
案
件
の
上
程
～
提
案
説
明

９
月
３
日

○
議
案
等
に
対
す
る
質
疑
（
総
括
質
疑
）

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
７
日

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算　

総
務
文
教
分
科
会

９
月
８
日

○
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算　

市
民
福
祉
分
科
会

９
月
９
日

○
環
境
都
市
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算　

環
境
都
市
分
科
会

９
月
14
・
15
・
16
日

○
市
政
一
般
質
問

９
月
17
日

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
24
日
（
閉
会
）

○
市
長
提
出
議
案
の
討
論
～
採
決

〇
人
事
案
件
の
討
論
～
採
決

〇
議
員
提
出
議
案
の
上
程
～
採
決



45

〈
付
託
議
案
第
41
・
55
号
〉

問 　
２
年
度
予
算
に
お
け
る
流
用
は

１
１
３
件
で
１
億
６
１
５
８
万
７
千

円
、
前
年
度
と
比
較
し
16
件
、
８
０�

８
３
万
円
の
増
と
な
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
増
加
し
た
要
因
は
。

答 　
１
１
３
件
の
流
用
の
う
ち
39
件
、

１
億
３
６
４
万
５
千
円
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
の
流

用
で
あ
る
。
主
な
内
容
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
業

務
に
つ
い
て
、
当
初
医
師
会
へ
委
託

料
を
支
払
う
予
定
だ
っ
た
が
、
協
議

の
結
果
、
償
還
払
い
と
な
っ
た
た
め

委
託
料
か
ら
負
担
金
、
補
助
及
び
交

付
金
へ
流
用
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
予
診
票
の
印
刷
や
、
小
・
中
学

校
の
臨
時
休
校
に
よ
る
学
校
給
食
の

発
注
済
食
材
の
キ
ャ
ン
セ
ル
へ
の
対

応
、
公
民
館
の
休
館
に
よ
る
支
払
済

使
用
料
の
返
還
金
な
ど
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
流
用
を
行
っ
た
。

問 　
文
化
施
設
オ
ル
モ
に
開
設
さ
れ

て
い
る
坂
戸
市
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
恋
た
ま
坂
戸
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
し
て
婚
活
支
援
を
実
施
し
て

い
る
が
、
事
業
の
効
果
は
。

答 　
坂
戸
市
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
昨
年
度
、
本
市
の
市
民
52
名
、

本
市
以
外
の
方
５
２
８
名
の
相
談
を

受
け
付
け
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て

い
る
恋
た
ま
へ
の
入
会
支
援
等
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
坂
戸
市
婚
活

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
対
面
式
イ
ベ

ン
ト
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
婚
活
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
動
画
配
信

を
行
い
、
婚
活
中
の
方
々
に
視
聴
し

て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
３
年
７
月
末

現
在
、
恋
た
ま
の
会
員
８
６
６
３
名

中
、
本
市
在
住
の
会
員
は
81
名
で
あ

る
。
平
成
30
年
９
月
に
開
設
以
降
、

８
名
の
方
が
結
婚
に
よ
り
退
会
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
恋
た
ま

を
活
用
し
て
婚
活
す
る
市
民
の
登
録

者
数
は
他
自
治
体
に
比
べ
多
い
状
況

で
あ
り
、
結
婚
を
望
む
方
の
支
援
と

し
て
の
効
果
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

問 　
女
性
相
談
の
う
ち
、
Ｄ
Ｖ
に
関

す
る
相
談
件
数
は
。

答 　
近
年
の
相
談
件
数
の
状
況
は
、

平
成
30
年
度
は
女
性
相
談
件
数
１
５�

９
件
、
う
ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
も
の
63

件
、
元
年
度
は
女
性
相
談
件
数
91
件
、

う
ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
も
の
46
件
、
２

年
度
は
女
性
相
談
件
数
１
３
２
件
、

う
ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
も
の
が
68
件
で

あ
る
。

問 　
防
災
ア
プ
リ
を
導
入
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
。

答 　
８
月
末
時
点
で
２
８
７
１
件
で

あ
る
。

問 　
図
書
館
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
休
館

中
に
郵
送
に
よ
る
図
書
貸
出
し
を
行�

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
成
果
は
。

答 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
２
年
３
月
３

日
か
ら
図
書
館
が
臨
時
休
館
と
な
り
、

図
書
の
貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
た
。
そ
こ
で
、
図
書

館
利
用
者
に
在
宅
時
間
を
有
意
義
に

過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
外

出
抑
制
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

図
書
館
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て

郵
送
に
よ
る
貸
出
し
を
行
っ
た
。
貸

出
人
数
は
、
５
月
が
６
２
２
人
、
６

月
が
１
１
２
４
人
、
臨
時
休
館
明
け

の
７
月
は
18
人
で
あ
っ
た
。

問 　
本
市
の
郷
土
資
料
の
電
子
化
の

進
捗
状
況
は
。

答 　
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
大
川
平
三

郎
に
関
し
て
、
図
書
館
で
所
蔵
し
て

い
る
手
紙
や
写
真
、
絵
画
等
の
郷
土

資
料
は
既
に
電
子
化
を
実
施
し
、
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
特
設
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

電
子
図
書
館
に
お
い
て
は
、
図
書
館

で
作
成
し
た
坂
戸
の
昔
話
や
大
川
平

三
郎
の
紙
芝
居
を
動
画
に
し
て
公
開

し
て
い
る
。
そ
の
他
郷
土
資
料
に
つ

い
て
も
、
今
後
電
子
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
今
後
ま
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
あ
っ
た
場
合
、
今
回
の

予
約
受
付
で
の
経
験
や
教
訓
を
生
か

し
た
改
善
策
等
は
考
え
て
い
る
か
。

答 　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
合
わ

せ
て
多
く
の
方
が
予
約
を
取
れ
る
よ

う
年
齢
区
分
を
細
か
く
設
定
し
た
り
、

地
域
別
に
予
約
期
間
を
設
定
す
る
な

ど
、
他
自
治
体
の
事
例
の
効
果
に
つ

い
て
検
証
し
、
予
約
が
取
り
や
す
い

方
法
を
状
況
に
合
わ
せ
て
設
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
補
助
金
に
つ
い
て
、
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
対
象
者
全

員
の
自
己
負
担
額
が
免
除
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
自
己
負
担
額
の

免
除
に
よ
り
接
種
し
た
人
数
は
増
加

し
た
の
か
。

答 　
過
去
３
年
の
接
種
者
は
、
平
成

30
年
度
が
１
万
２
６
７
２
人
、
元
年

度
が
１
万
３
６
３
３
人
、
２
年
度
が

１
万
９
７
３
７
人
で
、
２
年
度
は
前

年
度
比
約
44
・
８
％
増
と
な
っ
た
。

問 　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
２
年
度
の
厚
生
労
働
省
か
ら
の

通
知
で
市
町
村
は
予
防
接
種
に
関
す

る
情
報
提
供
を
対
象
者
等
へ
周
知
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
実
施
状
況
は
。

答 　
２
年
10
月
９
日
の
厚
生
労
働
省

通
知
に
基
づ
き
、
２
年
度
中
に
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
で

あ
る
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
に
相
当
す
る
女
子
に
対
し
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全

性
、
ど
の
よ
う
な
副
反
応
が
生
じ
る

か
な
ど
を
対
象
者
や
保
護
者
が
理
解

し
た
上
で
希
望
者
が
接
種
で
き
る
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
情
報
提
供
を

目
的
と
し
て
個
別
に
通
知
を
行
っ
た
。

問 　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

活
動
の
代
替
策
は
。

答 　
実
際
に
会
員
が
集
ま
っ
て
活
動

で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
の

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

さ
か
ど
お
達
者
体
操
自
宅
版
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
坂
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

作
成
し
、
提
供
し
た
。
ま
た
、
教
養

を
深
め
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
自

予
算
決
算

の
活
用
方
法
の
検
討
や
保
険
料
等
の

減
免
制
度
を
充
実
さ
せ
、
被
保
険
者

の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
基
金
の
活
用
方
針
は
。

答 　
介
護
保
険
の
保
険
給
付
及
び
地

域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
不
足

を
生
じ
た
場
合
に
充
当
す
る
こ
と
が

基
金
の
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
い
、
介

護
給
付
費
や
地
域
支
援
事
業
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
長
期
的
な
視

点
か
ら
基
金
の
適
切
な
活
用
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
急
激

な
上
昇
を
抑
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
小
中
学

校
自
動
水
栓
関
係
）〉

問 　
納
入
期
限
が
来
年
３
月
25
日
と

の
こ
と
だ
が
、
感
染
防
止
の
た
め
に

は
一
日
で
も
早
く
設
置
す
る
べ
き
と

考
え
る
。
納
入
・
設
置
時
期
は
も
っ

と
早
く
で
き
な
い
の
か
。

答 　
本
契
約
締
結
後
に
、
可
能
な
限

り
早
く
納
品
・
設
置
す
る
よ
う
契
約

業
者
と
調
整
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

〈
令
和
３
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
を
定
め
る
件
〉

問 　
予
防
接
種
実
施
事
業
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
ほ
か
、
新
た
に
補
正
予
算
に
計

上
し
た
内
容
は
。

答 　
２
年
度
に
引
き
続
き
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委
託
料
及

び
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
助
成
金
を
計
上
し
て
い
る
。
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

窓
口
で
費
用
負
担
な
く
で
き
る
よ
う

医
療
機
関
へ
委
託
を
行
う
も
の
で
、

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
負
担
し
た
接
種
費
用
に
つ
い
て

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
全
額
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

問 　
新
生
児
特
別
給
付
金
の
事
業
内

容
及
び
対
象
者
は
。

答 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
子
育

て
世
帯
の
家
計
支
援
を
目
的
と
し
て
、

新
生
児
１
人
に
つ
き
10
万
円
の
給
付

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る

新
生
児
は
、
３
年
４
月
２
日
か
ら
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た
子
ど

も
と
し
、
ま
た
、
２
年
度
事
業
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
２
年
４
月
28
日

以
降
に
親
が
転
入
後
出
生
し
た
子
ど

も
で
、
出
生
日
以
降
申
請
日
ま
で
引

き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
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〈
付
託
議
案
第
46
・
47
・
48
・
51
・

56
・
57
号
〉

問 　
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
指
導
が
必
要
な
方
に
行

わ
れ
る
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
、

元
年
度
か
ら
２
年
度
に
か
け
て
受
診

率
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
が
、
受

診
率
向
上
の
取
組
は
。

答 　
従
来
の
個
別
で
利
用
で
き
る
医

療
機
関
で
の
指
導
や
、
市
民
健
康
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
集
団
で
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
対
象
者
の
更
な
る

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
２
年
度

か
ら
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社
で
も

保
健
指
導
が
行
え
る
よ
う
体
制
を
整

え
、
選
択
の
幅
を
広
げ
て
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
２
年
度
か
ら
特
定
保

健
指
導
未
利
用
者
に
対
し
て
利
用
勧

奨
通
知
を
送
付
し
た
ほ
か
、
特
定
健

康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
の
両
方
を

実
施
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て
、
特

定
健
診
の
結
果
説
明
時
に
特
定
保
健

指
導
の
初
回
面
接
を
実
施
す
る
な
ど

工
夫
し
、
受
診
率
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問 　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交

付
手
数
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は

坂
戸
市
手
数
料
条
例
に
基
づ
き
徴
収

し
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
交
付
金
と
し
て
支
払
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
法
律
の
一
部
改
正
に

よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

主
体
を
同
機
構
と
し
て
明
確
に
位
置

付
け
、
併
せ
て
手
数
料
の
徴
収
を
行

う
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
た
め
、
坂

戸
市
手
数
料
条
例
か
ら
再
交
付
に
関

す
る
規
定
を
削
除
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
手
数
料
の
額
は
変
更
さ
れ
る
の

か
。

答 　
再
交
付
が
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
交
付
要

綱
に
規
定
さ
れ
る
交
付
額
の
算
定
方

法
を
基
に
徴
収
す
る
こ
と
か
ら
、
改

正
前
と
同
様
の
８
０
０
円
を
徴
収
す

る
。

〈
付
託
議
案
第
42
・
43
・
44
・
45
・

53
・
58
号
〉

問 　
関
間
四
丁
目
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
、
石
井
土
地
区
画
整
理

事
業
と
比
べ
、
街
路
築
造
工
事
や
保

留
地
処
分
の
数
字
が
低
い
よ
う
だ
が

事
業
期
間
の
展
望
は
。

答 　
事
業
期
間
は
６
年
度
ま
で
だ
が
、

都
市
計
画
道
路
関
間
千
代
田
線
立
体

交
差
建
設
工
事
の
影
響
も
踏
ま
え
、

今
後
事
業
期
間
の
延
長
等
も
考
慮
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問 　
都
市
計
画
道
路
関
間
千
代
田
線

立
体
交
差
建
設
工
事
に
関
し
、
列
車

運
行
の
保
安
上
、
市
が
行
う
予
定
で

あ
っ
た
ポ
ン
プ
室
、
地
下
横
断
歩
道

等
の
工
事
を
東
武
鉄
道
株
式
会
社
が

行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
等
に
伴
い

基
本
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
と
の

こ
と
。
金
額
の
変
更
の
ほ
か
に
工
事

期
間
の
変
更
も
あ
る
が
、
工
事
全
体

の
遅
れ
は
生
じ
る
の
か
。

答 　
６
箇
月
の
工
事
期
間
の
延
長
と

な
る
が
、
市
が
発
注
、
施
工
し
て
い

る
工
期
が
８
年
３
月
19
日
ま
で
と
な�

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
全
体
の

遅
れ
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

宅
で
の
読
書
活
動
の
推
薦
図
書
な
ど

を
資
料
提
供
し
た
。

問 　
市
民
花
壇
56
箇
所
の
う
ち
３
箇

所
が
空
い
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
で

あ
る
。
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
様
々
な
工
夫
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
民
花
壇
の
現
状
は
。

答 　
平
成
15
年
度
の
開
始
当
初
か
ら

活
動
す
る
方
に
変
更
が
な
く
、
高
齢

化
に
よ
り
活
動
人
数
が
減
っ
て
い
る

花
壇
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
新
し
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
な
ど
し

て
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
市
民
花
壇
の
在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、
運
営
し
て
い
る
方
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い

る
。
市
民
花
壇
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
都
合
で
継
続
で
き
な
い
箇
所
も
あ

る
が
、
多
く
は
楽
し
ん
で
花
植
え
や

管
理
を
行
っ
て
お
り
、
活
動
が
定
着

し
て
い
る
花
壇
も
あ
る
た
め
、
効
果

的
な
事
業
を
検
討
の
上
、
花
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
の
推
進
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 　
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
よ
り

一
層
の
分
別
を
図
る
た
め
に
今
後
ど

の
よ
う
に
啓
発
し
て
い
く
の
か
。

答 　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
啓
発

活
動
に
加
え
、
今
年
10
月
か
ら
運
用

開
始
予
定
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ご

み
分
別
ア
プ
リ
及
び
パ
ソ
コ
ン
用
ご

み
分
別
辞
典
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
ご

み
、
資
源
物
の
分
別
方
法
を
簡
単
に

検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
市

民
に
分
か
り
や
す
く
情
報
を
発
信
し
、

更
な
る
分
別
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問 　
西
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

長
寿
命
化
を
図
り
13
年
ま
で
の
稼
働

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

10
年
間
に
か
か
る
ラ※

イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
は
ど
れ
位
か
。

答 　
４
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で
の
施

設
解
体
費
を
除
い
た
概
算
で
約
51
億�

４
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問 　
東
武
東
上
線
沿
線
サ
ミ
ッ
ト
実

行
委
員
会
に
つ
い
て
、
東
武
東
上
線
、

越
生
線
沿
線
の
東
京
都
豊
島
区
、
川

越
市
、
本
市
、
東
松
山
市
、
寄
居
町
、

越
生
町
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
が
観

光
、
文
化
、
教
育
、
産
業
、
環
境
な

ど
幅
広
い
分
野
で
交
流
す
る
と
と
も

に
、
各
自
治
体
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
本
市
が
こ
の
委
員
会
に

加
入
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 　
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
参
加
自
治
体
が
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
自
治
体
間

の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
相
乗
効
果
等

が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
、
東
京
都
豊
島
区
等
の
多
く
の

人
が
往
来
す
る
場
所
に
お
い
て
本
市

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
は
、
本
市
の
集

客
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
に
加
入
し
て
い

る
東
武
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
り
、
東

武
東
上
線
及
び
越
生
線
の
各
駅
構
内

で
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行
っ
て
お
り
、

駅
を
利
用
す
る
多
く
の
方
に
対
す
る

Ｐ
Ｒ
効
果
も
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問 　
今
年
６
月
の
千
葉
県
八
街
市
で

の
下
校
途
中
の
児
童
が
死
傷
す
る
事

件
を
契
機
に
、
全
国
の
通
学
路
を
再

点
検
す
る
よ
う
国
か
ら
指
示
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
今
後
の

歩
道
整
備
事
業
の
進
捗
は
早
ま
る
の

か
。

答 　
歩
道
整
備
事
業
は
地
権
者
交
渉

を
伴
う
用
地
取
得
や
物
件
移
転
補
償

な
ど
を
進
め
、
用
地
の
確
保
、
支
障

物
件
等
の
移
転
完
了
後
に
工
事
と
な

る
こ
と
か
ら
長
い
年
月
を
要
す
る
た

め
、
現
時
点
で
事
業
の
進
捗
が
早
ま

る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

事
業
の
推
進
に
は
国
庫
補
助
金
が
必

要
不
可
欠
だ
が
、
近
年
各
自
治
体
か

ら
の
要
望
額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
要
望
額
に
対
す
る
配
分

額
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
国
庫
補
助
金
が
要
望
額
ど
お
り

交
付
さ
れ
た
場
合
は
、
事
業
の
進
捗

が
早
ま
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
八
街
市
の
事
故
の
件
を
受

け
て
、
新
た
な
国
の
補
正
予
算
等
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

〈
付
託
議
案
第
49
・
50
・
54
号
〉

問 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
市
内
小
・
中
学
校
に
自

動
水
栓
を
設
置
す
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
設
置
数
と
合
わ
せ
て
、
合
計
で
何

台
の
自
動
水
栓
が
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答 　
前
回
設
置
し
た
自
動
水
栓
数
は
、

小
学
校
が
２
３
５
台
、
中
学
校
が
２�

０
８
台
で
あ
り
、
今
回
設
置
す
る
自

動
水
栓
数
は
、
小
学
校
が
７
９
６
台
、

中
学
校
が
３
８
１
台
と
な
る
。
前
回

と
今
回
を
合
わ
せ
て
小
学
校
が
１
０�

３
１
台
、
中
学
校
が
５
８
９
台
、
合

計
し
て
１
６
２
０
台
で
あ
る
。

市
民
福
祉

環
境
都
市

総
務
文
教

※変更の可能性もありますので必ず
　お電話等でご確認願います。 ※�傍聴方法等、詳細は坂戸市議会ホームページやお電話に

てご確認ください。

11月24日開会の予定です。
　　12月定例会は 　傍聴券裏面の傍聴人心得に次の内容を追加しました

①�スマートフォン、タブレット等による撮影や録音等を
しないこと。

②�新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、マスク
の着用や手指の消毒を行うこと。

    傍聴者の皆様へ   〜傍聴券を変更しました〜

議 会 傍 聴 に つ い て

※ライフサイクルコスト…建物の計画・設計・施工から、その建物の維持管理、最終的な解体・廃棄までに要する費用の総額。
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毛
利
陽
子
教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
が
３
年
９
月
30
日
で
満
了
と
な
る

た
め
、
引
き
続
き
毛
利
陽
子
さ
ん
を

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
得

る
た
め
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で

は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権
擁
護

委
員
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
法

第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
小

谷
野
健
史
さ
ん
及
び
堀
田
和
彦
さ
ん

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
た
め
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
で
は
、
全
会
一
致
で

適
任
者
と
認
め
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ

た
請
願
は
１
件
で
す
。
環
境
都
市
常

任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
た
結
果
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
そ
の

後
の
本
会
議
で
も
同
様
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

議
請
第
１
号
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ�

ィ
宣
言
の
表
明
を
求
め
る
件
」

　
坂
戸
市
伊
豆
の
山
町
11
‐
３
‐
２�

０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
森　
裕
子

　
　
　
　
　
　
審
議
結
果
【
採
択
】

　
　
毛も
う

　
利り

　
陽よ
う

　
子こ

　
さ
ん

　
　
小こ

谷や

野の

　
健た
け

　
史し

　
さ
ん

　
　
堀ほ
っ

　
田た

　
和か
ず

　
彦ひ
こ

　
さ
ん

請
　
願

教
育
委
員
会
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
に

提 出 議 案 と そ の 結 果 （令和 3 年 9 月定例会）

全会一致の議案

議案番号 議　　案　　名

第 40 号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度坂戸市一般会計補正予算（専決第２号）関係）
第 41 号 令和２年度坂戸市一般会計歳入歳出決算認定について
第 42 号 令和２年度坂戸市坂戸都市計画事業石井土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
第 43 号 令和２年度坂戸市坂戸都市計画事業坂戸中央２日の出町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
第 44 号 令和２年度坂戸市坂戸都市計画事業片柳土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
第 45 号 令和２年度坂戸市坂戸都市計画事業関間四丁目土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について
第 46 号 令和２年度坂戸市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
第 47 号 令和２年度坂戸市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
第 48 号 令和２年度坂戸市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
第 49 号 令和２年度坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会特別会計歳入歳出決算認定について
第 50 号 坂戸市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定の件
第 51 号 坂戸市手数料条例の一部を改正する条例制定の件
第 52 号 坂戸市教育委員会委員の任命について
第 53 号 都市計画道路関間千代田線立体交差建設工事に関する基本協定の変更協定の締結について
第 54 号 財産の取得について（小中学校自動水栓関係）
第 55 号 令和３年度坂戸市一般会計補正予算（第２号）を定める件
第 56 号 令和３年度坂戸市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を定める件
第 57 号 令和３年度坂戸市介護保険特別会計補正予算（第１号）を定める件
第 58 号 市道路線の認定について（市道第 8029 号路線関係）

− 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件

議員提出
第 3 号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について

民 政 ク ラ ブ 公 　 明 　 党 日 本 共 産 党 立 憲 民 主・
社 民 の 会 み ら い 無 会 派

小
川
直
志

加
藤
則
夫

石

井  

寛

森
田
文
明

友
田
雅
明

古
内
秀
宣

藤

野  

登

柴
田
文
子

野
沢
聖
子

新
井
文
雄

鈴
木
友
之

平
瀬
敬
久

宮
坂
裕
之

武

井  

誠

弓
削
勇
人

中
村
拡
史

小

澤
　

弘

田

中
　

栄

猪
俣
直
行

（
飯
田
　
恵
）

（令和 3 年 9 月 24 日現在）

（
　
　
）
は
議
長

賛否の分かれた議案 〇　賛成
×　反対

会　　派　　名

民

政

ク

ラ

ブ

公
　

明
　

党

日

本

共

産

党

立
憲
民
主
・
社
民
の
会

み

ら

い

無
　

会
　

派

議案番号 議 　 案 　 名 ( ５人 ) ( ４人 ) ( ４人 ) ( ３人 ) ( ２人 ) ( １人 )

— ※今回は該当する議案はありませんでした。 — — — — — —

議
員
提
出
議
案

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響

が
及
び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足
が
避

け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、

雇
用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の

喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
医

療
介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た
社
会

保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
費
な
ど
将
来
に
向
け
増ぞう
嵩す
う

す
る
財
政
需

要
に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の

充
実
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年

度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
下
記
事
項
を

確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方
一

般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」
に

お
い
て
、
令
和
３
年
度
地
方
財
政
計
画
の

水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水

準
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急
速

な
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が

毎
年
度
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、�

他
の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が

な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
。

２　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て

重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
見
直
し
は
家
屋
・
償
却
資
産
を

含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
生
産
性

革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
措
置

は
、
本
来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
国
の

責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
現
行
の
特
例
措
置
は
今
回
限
り

と
し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終

了
す
る
こ
と
。

３　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
土

地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
講
じ
た
、

課
税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と
す

る
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

４　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ

ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、

更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は

地
方
贈
与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す

る
こ
と
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

◇
意
見
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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一般質問　　市民の願いを実らせるために 一般質問  原稿は質問者本人が執筆したものですので、あらかじめご了承ください

障
害
者
に
配
慮
し
た
教
育
振
興
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
近
年
発
達
障
害
等
の
児
童
生
徒

が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
発
達
及
び

情
緒
障
害
の
通
級
指
導
教
室
に
通
う

児
童
生
徒
の
変
動
数
は
。

　
２
年
度
は
34
人
、
３
年
度
は
42

人
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
通
級
指
導
教
室
の
運
営
等
に
お

け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
は
。

　
児
童
生
徒
が
通
う
小
・
中
学
校

と
は
異
な
る
学
校
の
ケ
ー
ス
で
は
、

週
に
１
度
の
送
り
迎
え
を
家
庭
が
行

う
必
要
が
あ
り
、
家
庭
で
送
迎
が
で

き
ず
通
級
指
導
教
室
に
通
え
な
い
児

童
生
徒
が
数
人
い
る
。

　
東
京
都
で
は
平
成
28
年
度
か
ら

児
童
生
徒
の
障
害
に
よ
る
生
活
上
の

困
難
を
改
善
・
克
服
し
、
全
て
の
時

間
在
籍
学
級
で
学
校
生
活
を
送
る
目

的
で
、
児
童
生
徒
を
通
級
指
導
教
室

に
通
わ
せ
ず
、
普
段
通
っ
て
い
る
学

校
で
同
じ
よ
う
な
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
特
別
支
援
教
室
を
導
入

し
て
い
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　
特
別
支
援
教
室
は
、
本
市
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
送
迎
の
問
題
や
指

導
時
間
の
柔
軟
な
対
応
が
解
決
で
き

　
災
害
時
に
は
、
地
域
防
災
拠
点

と
な
る
公
民
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ�

ー
に
現
地
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
る
が
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
。

　
施
設
職
員
と
指
定
職
員
で
現
地

災
害
対
策
本
部
及
び
一
時
的
な
避
難

場
所
と
し
て
の
運
営
を
行
う
。
各
地

域
の
被
害
情
報
の
集
計
、
管
轄
避
難

所
と
の
連
絡
調
整
等
多
岐
に
渡
る
た

め
、
市
民
の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

　
公
民
館
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

化
に
つ
い
て
は
。

　
入
西
公
民
館
の
建
替
え
に
伴
う

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
併
せ
、
残

り
の
８
館
も
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
行

予
定
で
あ
っ
た
が
、
賛
成
の
意
見
が

あ
る
一
方
、
公
民
館
に
愛
着
を
持
つ

方
か
ら
の
反
対
等
も
あ
り
、
入
西
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
先
行
し
て
進
め

た
。
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
近
隣
自
治
体
の
状
況
は
。

　
東
松
山
市
が
７
公
民
館
全
館
、

飯
能
市
が
13
公
民
館
全
館
、
鶴
ヶ
島

市
が
６
公
民
館
全
館
を
市
民
セ
ン
タ�

る
一
方
、
指
導
を
行
う
教
室
や
教
員

の
確
保
が
課
題
と
な
る
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
、
ケ

ア
児
が
在
籍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
の
イ※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
体
制
に

つ
い
て
は
。

　
現
在
、
体
制
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
、
状

況
に
応
じ
て
教
育
の
場
を
検
討
し
て
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
体
制
を
整

え
て
い
く
。

　
障
害
児
に
お
け
る
「
自
立
」
及

び
「
社
会
参
加
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

教
育
部
局
の
果
た
す
べ
き
使
命
感
に

つ
い
て
は
。

　
個
別
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
自
立
と
社

会
参
加
を
見
据
え
、
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応
え
る
指
導
を
提
供
で
き

る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
く
。

ー
な
ど
に
移
行
し
て
い
る
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
の
計
画

の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
市
の
対
応
に

つ
い
て
は
。

　
市
民
等
に
十
分
な
説
明
を
行
い
、

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
少
子
高
齢
化
、
災
害
、
デ
ジ
タ

ル
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
な
く
、
山
積
す
る
地

域
課
題
や
地
域
振
興
の
た
め
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
様
々
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
や
団
体
と
の
協
働
に

よ
り
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
い
。

人
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
が
市
民
に
身
近
な
施
設
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

藤
野　
　
登

野
沢　
聖
子

　
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

用
の
考
え
に
つ
い
て
は
。

　
実
際
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
研
究

し
た
い
。

　
今
後
の
気
象
台
と
の
取
組
連
携

に
つ
い
て
は
。

　
気
象
台
と
は
連
携
を
密
に
し
、

研
修
へ
の
参
加
や
災
害
発
生
が
見
込

ま
れ
る
際
や
災
害
発
生
時
に
お
け
る

気
象
情
報
の
収
集
な
ど
、
連
携
を
図�

っ
て
い
き
た
い
。

　
本
市
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
に

聴
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
と
し
て
手
話

通
訳
や
字
幕
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
に

つ
い
て
は
。

　
坂
戸
市
手
話
言
語
条
例
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
基
本
理
念
に
鑑

み
、
動
画
へ
の
手
話
通
訳
や
字
幕
対

応
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
い

る
。
市
民
の
安
全
や
安
心
に
関
す
る

緊
急
性
の
高
い
動
画
を
優
先
し
な
が

ら
順
次
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
移
動
式
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
災
害
派

遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
被

災
地
へ
派
遣
し
協
力
す
る
体
制
が
取

ら
れ
て
い
る
が
こ
の
こ
と
に
対
す
る

本
市
の
考
え
に
つ
い
て
は
。

　
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
の

一
環
と
し
て
、
車
両
を
保
有
す
る
自

治
体
に
よ
る
、
被
災
地
を
支
援
す
る

助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在

す
る
。
災
害
時
、
イ
ン
フ
ラ
が
停
止

し
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
は
衛
生
環
境
問
題
を
解
決
す

る
手
段
と
し
て
、
被
災
し
た
自
治
体

に
対
し
て
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
派

遣
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
支
援
策
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

活
用
に
つ
い
て
は
。

　
自
治
体
が
実
施
す
る
場
合
に
は
、

被
災
地
支
援
な
ど
社
会
貢
献
度
が
高

い
事
業
が
多
く
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ�

ー
の
購
入
を
進
め
る
際
に
は
、
財
源

を
確
保
す
る
一
つ
の
方
策
と
な
る
。

　
後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
に
対

し
、
区
・
自
治
会
で
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

と
し
て
も
現
役
世
代
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
市
の
考
え
は
。

　
自
治
会
等
の
地
域
活
動
に
お
い

て
、
現
役
世
代
の
方
を
増
や
す
こ
と

が
、
地
域
に
お
け
る
後
継
者
不
足
解

消
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
活
動
へ
の

参
加
に
つ
い
て
、
興
味
、
関
心
を
持

ち
、
そ
の
意
義
や
重
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
は
、
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
、
そ
の
啓
発
に
努
め

て
い
く
。

　
地
域
の
全
て
の
人
が
生
き
生
き

と
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
た

め
の
取
組
は
必
要
性
が
高
ま
る
と
考

え
る
が
、
年
代
な
ど
、
様
々
な
要
因

を
超
え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
の
取
組
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
区
・
自
治

会
で
は
加
入
者
の
減
少
や
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
事
業
立
案
や
実
施
に
際
し
て
若

い
世
代
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
参

加
の
な
か
っ
た
様
々
な
年
代
な
ど
の

住
民
へ
参
加
を
促
し
、
新
た
な
担
い

手
や
参
加
者
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識

の
も
と
、
市
と
し
て
は
今
後
も
区
・

自
治
会
の
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
、

自
治
会
加
入
促
進
の
取
組
等
を
継
続

し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
区
・
自

治
会
と
、
地
域
で
抱
え
る
課
題
等
の

情
報
を
共
有
し
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て

古
内　
秀
宣

宮
坂　
裕
之

※インクルーシブ教育…障害のある子どもを通常学級に在籍させ、障害のない子どもたちと同様に教育や指導をしていくこと。
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一般質問　原稿は質問者本人が執筆したものですので、あらかじめご了承ください
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一般質問　　一般質問の詳細は、ホームページでご覧いただけます

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

　
坂
戸
市
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
計

画
に
お
け
る
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
の
位
置
付
け
は
。

　
６
年
度
ま
で
に
８
施
設
に
拡
充

す
る
目
標
を
掲
げ
研
究
・
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
施
設
を
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
位
置
付
け
て
い
る
の

か
。

　
市
民
の
利
用
頻
度
が
高
い
施
設

が
整
備
の
中
心
に
な
っ
て
い
く
。

　
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
へ
の
補

助
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

　
総
務
省
の
防
災
拠
点
に
対
す
る

整
備
と
し
て
補
助
制
度
が
あ
る
が
、

財
政
力
指
数
が
３
箇
年
平
均
０
・
８

以
下
の
補
助
要
件
が
あ
り
、
本
市
は

０
・
８
３
１
で
対
象
外
と
な
る
。

　
文
化
施
設
オ
ル
モ
な
ど
の
主
要

な
貸
館
施
設
に
数
台
配
置
し
、
貸
出

し
機
器
と
し
て
簡
易
的
な
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
を
整
備
す
る
考
え
は
。

　
施
設
利
用
者
個
人
や
団
体
へ
の

機
器
貸
出
し
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
元
年
台
風
第
19
号
で
の
災
害
発

生
時
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
本
市
の
フ※

レ
イ
ル
予
防
の
現
状

は
。

　
栄
養
・
口
腔
機
能
・
運
動
・
社

会
参
加
に
つ
い
て
複
合
的
に
取
り
組

む
「
は
っ
す
る
ク
ラ
ブ
」
や
民
間
企

業
と
連
携
し
た
「
フ
レ
イ
ル
相
談
会
」�

な
ど
を
実
施
し
、
生
活
機
能
の
維
持

や
回
復
を
目
的
と
し
た
フ
レ
イ
ル
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組

は
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」
の
概
念
を
幅
広

く
周
知
啓
発
し
、
高
齢
者
が
少
し
で

も
早
く
自
分
の
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に

気
づ
け
る
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
フ
レ
イ
ル
の
こ
と
を

「
知
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
、
行
動
変
容
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
と
の
連

携
を
図
り
、
地
域
で
取
り
組
む
フ
レ

イ
ル
予
防
を
目
指
し
て
い
く
。

　
フ
レ
イ
ル
の
状
態
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
の
質
問
票
を
使
っ
た
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
、
い
わ
ゆ
る
フ

レ
イ
ル
健
診
に
つ
い
て
は
。

　
避
難
所
と
な
っ
た
三
芳
野
公
民

館
は
通
信
事
業
者
に
よ
り
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
設

置
さ
れ
た
。

　
地
震
等
の
大
規
模
災
害
時
、
携

帯
電
話
回
線
の
混
雑
に
よ
り
、
利
用

不
能
な
状
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が

大
き
い
。
避
難
所
や
防
災
拠
点
へ
の

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
整
備
を
急

ぐ
考
え
は
。

　
災
害
時
に
使
え
る
よ
う
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
整
備
が
行
わ
れ

る
間
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

通
信
事
業
者
へ
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
を
お
願

い
し
て
い
く
。

　
元
年
度
ま
で
は
、
服
薬
状
況
や

喫
煙
習
慣
を
把
握
す
る
項
目
か
ら
な

る
質
問
票
を
導
入
し
て
い
た
が
、
２

年
度
か
ら
は
、
フ
レ
イ
ル
の
状
態
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
15
項
目
で
構
成
さ

れ
る
質
問
票
を
導
入
し
、
フ
レ
イ
ル

予
防
、
重
症
化
予
防
に
着
目
し
た
健

診
を
実
施
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
の
意

義
は
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
噛

ん
だ
り
、
飲
み
込
ん
だ
り
、
話
し
た

り
す
る
た
め
の
口
腔
機
能
が
衰
え
る

こ
と
を
指
し
、
そ
の
結
果
、
食
欲
の

低
下
、
さ
ら
に
は
全
身
の
機
能
低
下

へ
と
進
み
、
要
介
護
状
態
へ
と
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

サ
イ
ン
を
早
期
に
捉
え
、
加
齢
で
衰

え
る
口
腔
機
能
の
維
持
・
改
善
を
図

る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
が
重
要

で
あ
る
。

鈴
木　
友
之

柴
田　
文
子

　
一
昨
年
の
台
風
で
は
越
辺
川
の

堤
防
が
決
壊
、
三
芳
野
地
区
は
床
上

浸
水
が
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
。
決
壊
し
た
堤
防
は
補
強
さ
れ
た

が
、
一
昨
年
以
上
の
豪
雨
災
害
が
い

つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
越
辺
川

の
水
害
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

　
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
に
よ
る

と
県
道
上
伊
草
坂
戸
線
道
場
橋
下
流

国
有
地
内
の
河
道
掘
削
・
樹
木
伐
採

を
施
工
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
堤
防
決
壊
が
な
く
大
谷
川
雨
水

排
水
ポ
ン
プ
の
排
水
機
能
が
万
全
で

あ
れ
ば
三
芳
野
地
区
の
床
上
浸
水
は

避
け
ら
れ
た
。
雨
水
ポ
ン
プ
増
設
工

事
は
４
年
度
ま
で
の
計
画
と
聞
い
て

い
る
が
進
捗
状
況
は
。

　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
に

よ
る
と
、
工
事
は
２
年
度
末
か
ら
着

手
し
、
ポ
ン
プ
２
台
と
原
動
機
２
基

を
増
設
す
る
ほ
か
、
受
変
電
設
備
な

ど
の
改
修
等
を
行
う
予
定
で
、
現
在

建
屋
の
基
礎
工
事
に
着
手
し
、
４
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
一
昨
年
の
台
風
で
は
電
源
部
が

水
没
し
た
が
ポ
ン
プ
の
耐
水
対
策
は
。

　
現
在
大
谷
川
雨
水
ポ
ン
プ
場
を

含
む
下
水
道
施
設
の
耐
水
化
に
関
す

る
基
本
計
画
を
策
定
中
で
、
今
後
、

そ
の
計
画
に
基
づ
き
耐
水
化
工
事
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
今
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
（
仮

称
）
越
辺
川
遊
水
地
の
調
査
内
容
は
。

　
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
に
よ
る

と
、
遊
水
地
整
備
の
た
め
、
測
量
調

査
、
地
質
調
査
、
用
排
水
路
調
査
及

び
環
境
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
（
仮
称
）
越
辺
川
遊
水
地
整
備

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
調
査
実
施
後
、
遊
水
地
を
囲
む

堤
防
な
ど
の
施
設
の
詳
細
な
検
討
を

進
め
、
遊
水
地
範
囲
に
関
す
る
施
設

な
ど
の
詳
細
が
具
体
的
に
な
っ
た
段

階
で
、
地
元
説
明
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族

の
多
様
な
悩
み
に
応
え
る
専
門
的
な

相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
。

　
複
数
の
機
関
が
連
携
を
図
り
、

総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
今
後
は
、
医
療
的
ケ
ア
児

支
援
セ
ン
タ
ー
を
都
道
府
県
が
社
会

福
祉
法
人
等
に
指
定
、
若
し
く
は
自

ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

　
教
育
、
福
祉
、
医
療
、
保
健
な

ど
医
療
的
ケ
ア
児
に
関
係
す
る
諸
機

関
が
支
援
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
の

設
置
に
つ
い
て
は
。

　
関
係
機
関
が
当
事
者
の
声
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
や
対

応
策
に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
協
議

の
場
を
設
け
る
こ
と
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
坂
戸
市
障
害

者
地
域
総
合
支
援
協
議
会
等
の
活
用

に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

　
保
護
者
の
介
護
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
内
容

は
。

　
介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
に
は

主
な
も
の
に
、
短
期
入
所
と
日
中
一

時
支
援
事
業
が
あ
る
。

　
保
護
者
の
付
き
添
い
が
な
く
と

も
医
療
的
ケ
ア
児
が
通
園
・
通
学
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
福
祉
に
よ

る
通
学
支
援
に
つ
い
て
は
。

　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
通
学

手
段
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
、
障

害
の
あ
る
方
や
家
族
の
生
活
を
支
え

る
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
利
用
で
き

る
。空

き
家
及
び
空
き
地
の
適
正
管
理

　
特
定
空
き
家
等
の
認
定
に
お
け

る
判
定
基
準
に
つ
い
て
は
。

　
国
土
交
通
省
が
定
め
た
指
針
を

参
考
と
し
て
、
埼
玉
県
空
き
家
対
策

連
絡
会
議
に
お
い
て
作
成
し
た
マ
ニ�

ュ
ア
ル
を
用
い
て
判
定
し
て
い
る
。

台
風
や
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
東
部
地
区
の
水
害
対
策

本
市
の
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て

新
井　
文
雄

中
村　
拡
史

※フレイル…加齢に伴って気力や体力が徐々に落ち、要介護状態になる前の「虚弱」な段階のこと。

公衆無線LANのアクセス
ポイント
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一般質問　　一般質問の詳細は、ホームページでご覧いただけます 一般質問　　市民の願いを実らせるために

14

城
山
学
園
の
特
認
校
化
に
つ
い
て

中
学
校
に
お
け
る
学
習
評
価
の
変
化
と
高
校
入
試

　
「
特
認
校
制
」
と
は
。

　
従
来
の
通
学
区
域
は
残
し
た
ま

ま
、
特
定
の
学
校
へ
市
内
の
ど
こ
か

ら
で
も
就
学
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
。

　
城
山
学
園
を
特
認
校
化
し
た
場

合
の
特
色
は
。

　
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
校

と
い
う
最
大
の
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
、
更
な
る
特
色
と
し
て
英
語
教
育

の
充
実
、
地
域
大
学
等
と
の
連
携
、

地
域
と
の
連
携
、
自
然
環
境
の
活
用

な
ど
、
今
後
更
に
検
討
し
て
い
く
。

　
学
区
審
議
会
で
議
論
し
て
き
た

内
容
と
、
最
終
の
書
面
開
催
で
の
特

認
校
化
の
結
論
に
整
合
性
は
あ
る
か
。

　
３
回
ま
で
の
審
議
会
で
は
、
特

認
校
化
の
際
の
送
迎
時
の
交
通
事
情

と
い
っ
た
課
題
は
出
た
も
の
の
、
反

対
意
見
は
な
く
、
整
合
性
は
あ
る
。

　
特
認
校
化
と
い
っ
た
重
大
な
方

向
付
け
に
は
、
ま
ず
保
護
者
や
地
域

の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、
審
議
会
で
の
特
認
校
化
の
答
申

ま
で
の
手
順
は
妥
当
だ
っ
た
の
か
。

　
４
回
の
審
議
会
は
開
催
時
期
、

内
容
と
も
に
妥
当
。
そ
の
後
審
議
会

　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
学

習
評
価
に
つ
い
て
の
改
訂
点
は
。

　
各
教
科
等
の
目
標
及
び
内
容
が

三
つ
の
柱
「
知
識
・
技
能
」、「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」、「
学
び

に
向
か
う
人
間
性
等
」
に
沿
っ
て
再

整
理
さ
れ
た
。「
学
び
に
向
か
う
人
間

性
等
」
は
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
と
し
て
評
価
で
き
る
部
分

と
、
感
性
や
思
い
や
り
な
ど
評
価
や

評
定
に
は
な
じ
ま
ず
、
個
人
内
評
価

を
通
じ
て
見
取
る
部
分
が
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
評
価
方
法
等
の
情
報
提
供
は
。

　
学
校
は
保
護
者
等
へ
学
習
評
価

に
関
す
る
情
報
を
様
々
な
機
会
を
通

し
て
積
極
的
に
提
供
し
て
い
る
。

　
進
路
指
導
に
つ
い
て
は
。

　
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
生
徒
の

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
の

必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
進
路
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

生
態
系
被
害
防
止
外
来
種   

　
生
態
系
に
影
響
す
る
外
来
種
へ

答
申
を
受
け
、
地
域
の
方
々
と
の
意

見
交
換
会
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
く
。

　
特
認
校
化
で
の
通
学
区
域
外
か

ら
の
転
入
生
の
見
込
数
は
。

　
現
時
点
で
は
不
明
だ
が
、
小
・

中
学
校
と
も
若
干
名
と
考
え
る
。

　
通
学
区
外
か
ら
の
通
学
方
法
は
。

　
保
護
者
送
迎
が
基
本
。
中
学
生

は
自
転
車
通
学
も
検
討
し
て
い
く
。

　
送
迎
バ
ス
運
行
の
考
え
は
。

　
送
迎
バ
ス
を
出
す
予
定
は
な
い
。

　
特
認
校
化
後
、
児
童
生
徒
数
の

増
加
が
見
込
め
な
い
場
合
の
対
応
は
。

　
効
果
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

導
入
か
ら
５
年
後
に
検
証
を
行
う
。

　
も
し
５
年
後
に
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
児
童
生
徒
へ

ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

　
転
入
し
た
児
童
生
徒
は
、
継
続

し
て
城
山
小
・
中
学
校
で
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
も
可
能
と
し
た
い
。

の
対
応
は
。

　
特
定
外
来
生
物
も
そ
れ
以
外
の

外
来
種
に
つ
い
て
も
、
外
来
種
被
害

予
防
三
原
則
で
あ
る
「
外
来
種
を
入

れ
な
い
」、「
飼
育
・
栽
培
し
て
い
る

外
来
種
を
捨
て
な
い
」、「
他
地
域
に

広
げ
な
い
」
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
市
民
が
特
定
外
来
生
物
等
を
見

つ
け
た
場
合
及
び
今
後
の
市
の
対
応

は
。

　
河
川
や
道
路
、
公
園
等
で
発
見

し
た
場
合
は
市
へ
連
絡
す
る
よ
う
周

知
し
て
い
く
。
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た

場
合
に
は
速
や
か
に
現
地
を
確
認
し
、

調
査
結
果
を
記
録
す
る
と
と
も
に
適

切
な
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
瀬　
敬
久

武
井　
誠

　
本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
状
況
は
。

　
小
・
中
学
生
の
約
７
人
に
１
人

が
貧
困
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
子
ど
も
の
貧
困
の
多
く
を
占
め

る
ひ
と
り
親
世
帯
の
本
市
の
推
移
は
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
で
は
、
20
年

間
で
１
８
５
世
帯
増
加
し
て
い
る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
労
支
援

は
。

　
自
立
支
援
員
に
よ
る
相
談
・
援

助
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
や

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
が
あ
る
。

　
保
育
士
や
看
護
師
等
の
資
格
が

取
れ
る
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

の
コ
ロ
ナ
禍
の
変
更
点
は
。

　
３
年
度
中
は
訓
練
期
間
が
１
年

以
上
か
ら
６
箇
月
以
上
に
緩
和
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
分
野
等
の
民
間
資
格
取
得

の
た
め
の
養
成
機
関
の
訓
練
も
対
象

に
拡
充
さ
れ
た
。

　
養
育
費
の
支
払
い
は
親
の
義
務

で
あ
り
、
養
育
費
履
行
確
保
に
は
、

離
婚
の
際
条
件
を
文
書
で
残
す
必
要

が
あ
る
。
公
正
証
書
作
成
費
手
数
料

や
保
証
契
約
の
保
証
料
の
補
助
支
援

の
考
え
は
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
貧

困
に
対
す
る
有
効
な
経
済
支
援
策
の

一
つ
で
あ
る
た
め
研
究
し
て
い
く
。

　
中
学
卒
業
後
の
進
学
先
に
費
用

の
掛
か
ら
な
い
ト
ヨ
タ
工
業
学
園
や

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
等
複
数
の
学

校
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
学
習

意
欲
が
わ
く
と
考
え
る
が
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
学
習
支
援
事
業
の
中
で
の

紹
介
の
考
え
は
。

　
学
校
の
情
報
も
含
め
、
幅
広
い

進
路
・
進
学
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　
親
の
離
婚
時
に
子
ど
も
が
感
じ

て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
の
た
め
に
考

え
て
お
く
こ
と
、
養
育
費
や
面
会
交

流
、
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
等
と

支
援
制
度
を
学
べ
る
親
支
援
講
座
開

設
の
考
え
は
。

　
県
で
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
市
で

の
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

田
中　
栄

　政治家が選挙区内の人や団体にお金や
物を贈ることは禁止されています。また、
有権者が政治家に対し寄附を求めること
も禁止されています。
　本市議会では「虚礼廃止に関する決議」
を行い政治浄化に取り組んでいますので
ご理解をお願いします。

坂戸市議会では、新型コロナウイルス感染症に関する一般質問につ
いて、執行部の負担軽減の観点から見合わせておりましたが、12月定
例会から行うこととなりました。
なお、12月定例会では新型コロナウイルス感染症に関する一般質問

は会派の代表による代表質問という形式で行います。

虚礼廃止に関する決議について
　政治家がお中元やお歳暮を
贈ることはできません。

新型コロナウイルス感染症に関する一般質問について

浅羽ビオトープ付近に繁茂し
ているアメリカネナシカズラ
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●乳幼児健診事業（事業費：6,398万4千円）
議会評価＝改善・効率化し継続する

　評価説明：�　乳幼児の病気や虐待等の早期発見・早期治療、さらに母親の妊娠期から子育て期まで
の切れ目のない支援体制が整備されており、必要性・緊急性の高い事業である。健診の
受診率も高く、健診未受診者へのフォローや同居家族の相談など丁寧な対応に努めてお
り、成果は上がっている。

　　　　　　�　デジタル化など効率性を高めながら、今後も乳幼児の健やかな成長と保護者が安心し
て育児に取り組めるよう、支援をしていただきたい。

●花のまちづくり推進事業（事業費 :445万7千円）
議会評価＝改善・効率化し継続する

　評価説明：�　市民花壇への花苗は花の栽培温室で行っていたが、ボランティアの安定的な確保等課
題もあり、現在実施している市内の一般業者からの花苗の購入方式を今後も継続してい
くことが望ましい。また、花の栽培温室の利活用については、パブリックコメント等で
意見を吸い上げることも検討されたい。�

　　　　　　�　「花いっぱいのまちづくり」、「坂戸よさこい花のまち」と、謳っているにも関わらず
多くの市民から「あまり花いっぱいのまちには感じられない」という声が多いと感じる。
そこで、方向性を明確にする観点から、ネーミングを変えることや、広く市民に花を身
近に感じてもらう施策を検討されたい。

　　　　　　�　花を身近に感じてもらう施策に関しては、一時的な対策としてオープンガーデンを増
やすことも可能だが、長期的観点から、市内の花の生産者や花業界に関わる民間にも働
きかけ、今までとは違う取組が必要と考える。

　　　　　　�　56箇所の市民花壇だけでなく、フラワーデザインコンテストや華道の展示会を増やす
こと、東武東上線の駅構内に季節の花を展示、学校やＰＴＡに協力を求め学校花壇の充
実、各教室や玄関に花を生けるなど、もっと花を身近に感じられる施策を取り入れるた
め、パブリックコメント等で意見を吸い上げることも検討されたい。

　　　　　　�　更にはホームページやＳＮＳなどの発信とＰＲを通し、「坂戸＝花」とイメージができ
ることを推し進めることが必要であると感じる。

● 4R 推進事業（事業費：23万円）
議会評価＝拡充する

　評価説明：�　ごみ・資源物のリサイクル率は向上傾向にある。このことから、今後力を入れていく
べきことは、家庭・個人のごみの減量、及び食品ロスの取組と考える。

　　　　　　�　その為には、消費者、事業者、行政が一体となって、ごみの減量、リサイクルの推進、
食品ロスの認識向上の啓発を行う必要がある。

　　　　　　�　現状、全市的には小・中学校の食品ロスについては大きな課題であり、市長部局から
実施可能な取組について啓発していくことは重要と考える。また、保育園や幼稚園、小・
中学校などの教育における早期からの啓発と習慣化が求められると考える。　　

　　　　　　�　家庭ごみの減量の施策として、エコバッグの推進、使い捨て食器の削減等、ホームペ�
ージやＳＮＳの発信を含め更なる啓発の強化に努めなければ、市から市民へは一方通行
に成りかねない。また、実績に応じて各家庭に対してインセンティブを与えるなども一
つの案と考える。

　　　　　　�　せん定枝チップ機の使用頻度は年々増加傾向にあり、予約待ちの状態が続いているの
が現状である。３台のせん定枝チップ機だけでは既に足りていないと感じる。今後ごみ
の排出量を削減するのであれば、機器の新規導入により増設することは必須であり、人
員の配置などの見直しは早急に検討の余地があると感じる。

●生活道路整備事業（歩道整備事業）（事業費：5,416万6千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：�　本事業については地元や地域の要望が主となる。特に歩道整備に関しては、市民から

の要望の中から悲惨な事故を未然に防ぐために危険箇所を優先しながらの早急な対応が
必要と考える。

　　　　　　�　高齢化が進む中で、より歩道を活用する市民が増えることは確実である。それゆえ、
ユニバーサルデザイン推進基本方針に沿うということは今後大変重要と考える。安全で
安心な歩道が増えることで、市民サービスの向上にも貢献できる。

　　　　　　�　事業を進めるにあたり、国庫補助や地権者の協力が必要で進捗に時間がかかる傾向に
あるが、安全対策として可能な限り早期解決に努められたい。

　　　　　　�　その中でも予算確保が急務であり、年度予算も考慮しながら緊急度の高い案件を優先
的に実施していくことが望ましい。　

「議会の事業評価」を実施しました !

●男女共生社会促進事業（事業費：243万4千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：��　男女共同参画社会基本法の制定を踏まえ、本市では人権推進課が男女共同参画基本計

画を策定し、その推進を図るとともに、ＤＶやＬＧＢＴ、夫婦・家族関係等の各種相談
を行う他、勤労女性センターの施設管理や貸館業務も行っている。本事業は、男女が社
会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画
する機会が確保されるよう、一層の事務推進が求められている。しかし、現状では３人
の職員で事業を担当しており、総合的に事業を推進するには体制が脆弱である。今後、
人員増加、人材育成による体制強化を図らなければ、男女共同参画基本計画の推進は困
難である。また、啓発活動では従来の方法に加え、ＳＮＳを活用した動画配信等の情報
発信により、広く理解されるよう周知をなされたい。組織体制の拡充及び啓発活動にお
ける新たな方法の導入等により、本事業をさらに拡充すべきと評価する。

●子ども議会運営事業（事業費：0円）
　議会評価＝終期設定し終了する
　評価説明：�　本事業は、将来を担う児童が子ども議員となり模擬議会を体験し、市政や地方自治に

ついて学ぶ事業である。子ども議会に直接参加できる児童は12名と学習成果の発表者数
名に限定されており、全体の児童が議会制度を理解する一助になるとは考えにくい。

　　　　　　�　より多くの児童が参加し、地方自治制度や議会制民主主義が理解できるような模擬議
会を各学校単位で行う等の方法により効果が期待できると考えられることから、本事業
は終期設定し、終了すべきものと評価する。

　　　　　　�　なお、一人一台に整備されたタブレット端末を用いて、全ての児童が議会制度を学べ
るよう、活用方法についても検討されたい。

●学校応援団推進事業（事業費：123万3千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続する
　評価説明：�　学校の運営において、児童の保護者と地域住民の理解と協力は必要不可欠である。本

事業は、全ての小・中学校で学校応援団が組織され、学習支援や校外の見守り等の活動
をいただいて、学校の活性化と環境整備、また、地域の教育力向上において成果を上げ
ている。しかし、ボランティアの人材確保には地域差が見られるため、今後、募集要件
の明確化等を含めた周知方法についても再検討の余地がある。

　　　　　　�　また、学校が本来担うべき事項と、学校応援団に協力を求める事項との区分を明確に
し、相互の役割分担について改めて確認する必要があること等から、本事業は改善・効
率化し、継続すべきと評価する。

●多文化共生事業（事業費：16万3千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続する
　評価説明：�　現在の事業目標は、外国人の日本語習得に重点が置かれており、ボランティア団体と

の連携も年１回と少ない。今後も外国籍の市民が増えることが想定されるため、ボラン
ティア団体との連携・協議を重ね、参加者の声を聞き事業に反映させる必要がある。

　　　　　　�　多文化共生事業の名前にふさわしく、交流事業なども行うべきと判断することから改
善・効率化し継続する」と評価したが、新たな取組に応じて「拡充」相当の対応が必要
になると考える。

●高齢者生きがい対策事業（事業費:150万2千円）
　議会評価＝現状のまま継続する
　評価説明：�　高齢者が増加する中で、元気で長生きをしていただくための取組は重要である。令和

２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、様々なイベントが中止になったも
のの、いきいき高齢者認定事業の表彰をユーチューブで配信したり、コロナ禍の中でも
工夫がされている。

　　　　　　�　また、ふれあい入浴事業の補助券を各出張所でも受け取れるようにするなど、様々な
改善を行いながら事業を推進する取組を今後も維持し、コロナ収束後は現在中止してい
るイベントなどが再開できるよう準備し、今後も高齢者の生きがい対策に努めるべきと
考える。

「

　本市議会では、９月定例会において、市で行っている事業が的確に執行されているかをチェック
するため、令和２年度事業の中から次の９事業を選定し、事業評価を実施しました。
　その評価結果をもとに、次年度以降の予算編成の参考及び適切な対応が図られるよう、市長に対
し申し入れました。



18

さ
か
ど
市
議
会
だ
よ
り
は
古
紙
を
配
合
し
た
再
生
紙
と

環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発行：坂戸市議会　　
編集：坂戸市議会広報委員会・坂戸市議会事務局　TEL 049–283–1331（内線 613）   FAX 049–283–1690　E-mail sakado71@city.sakado.lg.jp

委
員
長
　
藤
野
　
　
登

副
委
員
長
　
加
藤
　
則
夫

委
　
　
員
　
中
村
　
拡
史

委
　
　
員
　
友
田
　
雅
明

委
　
　
員
　
宮
坂
　
裕
之

委
　
　
員
　
平
瀬
　
敬
久

委
　
　
員
　
田
中
　
　
栄

委
　
　
員
　
古
内
　
秀
宣

広 

報 

委 

員 

会

市
民
の
方
か
ら
、
議
会
事
務
局
へ

「
坂
戸
市
議
会
で
は
コ
ロ
ナ
関
連
の

一
般
質
問
が
少
な
い
の
で
は
」
と
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
所
管
（
市
民
健
康

セ
ン
タ
ー
）
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
質

問
を
自
粛
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
情
報

や
状
況
の
報
告
に
不
足
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
め
ず
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
市
議
会
並
び
に
市
議
会
だ
よ

り
に
対
し
ま
し
て
、
ご
意
見
等
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

副
委
員
長
記
）

編

集

後

記

環
境
に
や
さ
し
い
植
物
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い

植
物
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

坂戸市議会では、定例会の報告や市民皆様との意見交換を
行うため、会場に市民皆様と議員が集まる形で議会報告会を
開催してまいりましたが、令和２年度は新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点からやむなく中止とさせていただきま
した。
そこで、令和３年度はこれまでの形式に代えて、動画を作
成し配信する形で議会報告会を開催することになり、5月議
会報告会と同様に今回も動画を配信することとしましたので、
ぜひご覧ください。
動画では、令和３年９月定例会の内容のほか、議会の事業
評価結果についても報告します。

オンライン議会報告会を開催します

令和　  年    　 月    日 から

二次元バーコードまたは
ホームページ（下記URL）からご覧ください。
https://www.city. sakado. lg. jp/site/sakadogikai /6199.html

動画配信
開 始 日 ３ 11 １


